
新規就農者及び新規栽培者に対する支援
～宮古島市さやいんげん産地育成の一環として～

活動期間：平成29年度～令和2年度

○宮古島市のさやいんげんは、JAインゲン専門部会を中心に生産されている

が、定時・定量・定品質のさやいんげんの生産出荷のためには、わい性品種
の節間伸長処理による長期収穫栽培での技術格差や、新規就農者の確保・
育成が課題であった。
○農業改良普及課では、平成29年度から関係機関と連携し、実証ほの設置
や技術支援を強化するとともに、新規就農者の育成支援に取り組んだ。

○この結果、わい性品種の出荷割合の増加、新規就農者の育成等が図ら
れ、産地力の強化に繋がった。

具体的な成果

１ 産地リーダーの育成
■指導農業士等の育成

さやいんげん栽培農家のリーダー育成
指導農業士２名 ・ 女性農業士１名が
新規に認定された

■県内の品評会で品質の高さ
や産地活動が評価

①野菜品評会
農林水産大臣賞１人
金賞・銅賞 ３人

②野菜産地活動表彰
１回（H31）

２ 新規就農支援
■栽培講習会や現地検討会等による栽培
技術の向上

■関係機関と連携した農家研修等支援
体制の確立

■新規就農者の育成確保
５名増加

３ さやいんげん生産状況
■単収の向上

H27/28年期 1.82t → R1/2年期 2.14ｔ
■わい性品種出荷割合の増加

H28/29年期 31% → R1/2年期 43%

沖縄県

普及指導員の活動

■新規就農志向者や新規栽培農家等を重
点対象に、円滑な就農・技術向上に向け
て総合的に支援

■就農ステップアップ講座（講習会、現
地検討会）を開催し、就農定着に向け
て支援

■県関係機関・ＪＡとの連携により、栽
培講習会・現地検討会の内容を充実

■土壌分析結果に基づく施肥指導を実施
■わい性品種の節間伸長処理栽培や施設

内高温対策、品種等の実証展示ほを設
置し、栽培技術の向上及び長期収穫を
目指して指導

■野菜産地協議会やＪＡ専門部会と連携
し、産地活動を強化

普及指導員だからできたこと

■研究機関やＪＡ等との情報共有を図る
ことにより、地域としての課題を整理し、
方向性を一つにして連携した栽培技術指
導に繋げることができた。

■日頃から連携している指導農業士等や
市町村、関係機関の関係者を結びつけ、
新規就農者を育成するための支援体制を
構築することができた。
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沖縄県 
新規就農者及び新規栽培者に対する支援 

～宮古島市さやいんげん産地育成の一環として～ 
 
活動期間：平成２９年度～令和２年度 
 
１．取組の背景 

宮古島市のさやいんげんは、JA インゲン専門部会を中心に生産されてお

り、H26 年には計画的に栽培面積を拡大し、県の拠点産地を目指すことを関

係機関で確認した。定時・定量・定品質のさやいんげんの生産出荷のために

は、わい性品種の節間伸長処理による長期どり栽培での技術格差や、新規就

農者の確保・育成が課題であった。そこで、農業改良普及課では特に、産地

リーダーの育成、新規就農者及び新規栽培農家の栽培技術の高位平準化に取

り組むこととした。 
 

２．活動内容（詳細） 

産地リーダーの育成では、これまで産地を牽引してきた農家代表と関係機関

との意見交換を通して、担い手育成等についての課題整理や取組方向について

共通認識をもち、課題解決研修会や情報誌発行を通して、意識醸成を図った。栽

培技術の高位平準化については、関係機関と連携して、新規就農者等を対象にし

た栽培講習会や現地検討会の開催、実証展示ほの設置等を活用した技術普及に

取り組んだ。 
 

（１）課題解決に向けた体制整備 
課題解決を円滑に進めるため、普及課、市農政課、JA、営農支援課、農業

研究センター宮古支所、病害虫防除技術センター宮古駐在で構成する推進

チーム会議を設置し、定期的に活動の進捗確認や意見交換を行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）産地リーダーの育成 
    ア 推進会議・課題解決研修会の開催 

課題解決に向けた取り組み方針の検討を行うための推進委員とし

て、市、JA、研究機関および農家代表（JA インゲン専門部会役員や

農業士等）を選定し、意見交換・情報共有の場として推進会議を開催
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した。また、活動計画や進捗状況の確認をするため、課内チーム会議

や関係機関を含めた推進チーム会議を設置した。産地リーダーの育

成に繋げるため、特に新規栽培農家や女性農業者を含めた農家代表

を中心に、出荷市場視察や販売環境に関する意見交換会、県内外先進

地研修を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    イ 新規就農者の確保 

さやいんげんを主品目として就農希望する志望者を対象に、指導

農業士等の下での長期農家研修への誘導や事業等を活用した施設整

備等について重点的に支援した。 

 

（３）栽培技術の高位平準化 
ア 講習会、現地検討会の実施 

      宮古島市のさやいんげん生産は、積極的な施設整備等により、増産

した一方、特に新規就農者及び新規栽培農家の技術の底上げが課題

であったため、関係機関と連携して栽培講習会や現地検討会を開催

し、基本的な栽培技術の普及定着を図った。 
 

   イ 実証展示ほの設置 
栽培技術の向上を目的に、新規就農者や新規栽培 

農家を対象に、わい性品種の節間伸長処理による長 
期収穫栽培の実証や関西向け品種（キセラ）の栽培実 
証展示ほを設置した。 

      わい性品種の節間伸長処理では、施設を締め切り、   
高湿度を維持する必要があるが、葉焼け等の高温障 
害が生じることがある。また、収穫期に高温に遭遇す 
ると、落花・落莢や不稔果の発生や収穫者の体力的な 
負担が増大するため、高温対策としての遮光・遮熱ネ 
ットの選定（遮光率や取扱性）および換気手法の検討  
を行った。 

 

３．具体的な成果（詳細） 

（１）産地リーダー育成 

わい性栽培実証ほ 

遮光資材の選定実証ほ 
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   ア 新たなリーダーの育成 
      産地協議会や推進会議において、農家代表との意見交換を行い、産

地育成に向けた取り組み方針について共通認識を持つことが出来

た。また、H29 年以降、県野菜品評会では農林水産大臣賞を含む複数

の受賞者が出たことや３名が指導農業士・女性農業士に認定され、産

地リーダー育成にも繋がった。 
   イ 若手生産者の育成 
      さやいんげんを主品目とする新規就農者を重点

的に支援した結果、H29～R2 年度で５名（就農予

定含む）が就農・定着し、産地を支える若手生産

者の育成が進んでいる。 
 
（２）栽培技術の高位平準化 

ア 講習会、現地検討会および目揃い会の実施 
      定期的に栽培講習会や現地検討会を実施し、時期ごとの栽培管理

の注意点や新規登録農薬等の情報発信を行った。また、宮古島産さや

いんげんは出荷規格が徹底されていることが市場から評価されてい

る。そのため、目揃い会ではしなび対策や出荷規格の再確認を行い、

規格の厳守を呼びかけた。 
 
 
    
 
 
 
 
 

イ わい性品種の節間伸長処理栽培の普及 
      専門部会への栽培指導よる技術定着を図った

ことで、宮古島産さやいんげんの出荷量に対す

るわい性品種の出荷割合は増加（H28/29:31%⇒

R1/2:43%）しており、産地の主力品種となっ

た。 
 

ウ さやいんげんの生産状況 
      出荷量は H27/28 年期作では 57.3ｔ 

だったが、H29/30 年期作で 93.6ｔと過 
去最高を記録した。その後、高齢の生 
産者の引退や規模縮小に伴い、R1/2 年 
期作では 74ｔとなっている。 
単収については、H27/28 年期の 1.82 

ｔから R1/2 年期作は 2.14ｔとなった。 
 

派遣研修の様子 

 

栽培講習会（左）、出荷目揃い会（中）・現地検討会（右） 
 

研究センター実証試験ほ 
 

出荷量･単収の推移 
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４．農家等からの評価・コメント 
（JA 営農指導員Ａ氏） 
わい性品種の節間伸長処理栽培や施設内高温対策等について、実証展示

ほ設置や講習会・現地検討会を通して技術の普及を図ることができ、さやい

んげんの生産振興に繋がった。 
   関係機関と農家の連携強化を図ったことにより、新規就農者や新規栽培

農家の確保及び技術向上に繋がった。今後もその連携を活かして新規就農

者支援、農家への技術支援を行ってほしい。 

   

  （指導農業士Ｂ氏） 

   宮古島市は、農家、行政、普及機関、研究機関、JA 等の連携が取れてい

る方だと思う。新期就農者への技術指導やアドバイス等についても、引き続

き協力していきたい。今後も、さやいんげんの生産振興に努め、産地全体と

してレベルアップしていきたい。 
 
５．普及指導員のコメント 

(農業改良普及課 普及指導員) 

日頃から連携している農業士、市町村、JA、研究機関等の関係者と新期 

就農者を結びつけ、就農定着に向けた支援体制を構築することができた。 

   特に、さやいんげんを主品目としている新規就農者に対し、栽培技術の向

上を図るため、実証展示ほ設置、栽培講習会、現地検討会を重点的に実施す

るとともに、JA さやいんげん専門部会の講習会等にも積極的に参加を促し

たことが成果につながった。 
 

６．現状・今後の展開等 
今後も引き続き、関係機関との連携を強化して、技術力向上と経営安定を  

図り、さやいんげん産地の育成・強化に努める。 

    また、新規就農者については、指導農業士等の協力を得ながら、就農定

着に向けて支援を継続する。 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4



